
ＳＲＣのための調査活用セミナー
●開催日：2023年6月12日（月）

●会 場：エル・おおさか（大阪市北区）

●講 師（公社）国際経済労働研究所

  研究員 依藤 佳世

この度は「SRCのための調査活用セミナー」にご参加いただき、誠にありがとうございました。

セミナー終了後に参加者の皆様にご記入いただいたアンケートをまとめましたので、開催結果としてご報告いたします。

（出席者：8人 回答者数：8人）

講師のレクチャーは
わかりやすかったですか？

今回のセミナーへの期待は
大きかったですか？

セミナー全体として満足
されましたか？

今後同様のセミナーがあれば、
他の組合員（役員）も参加させ
たいですか？

アンケート集計

SRC研修コース 

～開催結果のご報告～

株式会社 応用社会心理学研究所
（事務局：末田、藤原）                                

〒540-0031
大阪市中央区北浜東1-8 北浜東森田ビル５F

Tel：06-6941-2171 Fax：06-6941-2081  

【事務局より】今回のセミナーは、5織8名の方にご参加いただきました。いつもよりも少人数の

開催となりましたが、講師とのやり取りも頻繁に行われ、意識調査の重要性をしっかり学んで

いただけたのではないでしょうか。また普段接点のない労組同士で刺激を与えあったり、知り

合いになれるのは本セミナーの醍醐味でもあります。ぜひ実践の場で、活かしていただけたら

幸いです。なお、本セミナーは、単組単位での開催も可能です。支部役員の皆さんのアン

ケート活用スキル向上など、様々なご要望に対応いたしますので、お気軽にご相談ください。

感想コメント（気づき・ご意見）

• アンケート調査をする際は、ただ単にたくさんの人数から取ればいい

わけではなく仮説やモデルの検討をしっかりした上で、設問を検

討することが重要なことがよく分かった。

• 実施して得られた結果に満足するのではなく、アクションまで取らな

ければ職場は変わらないのでしっかり行動していきたい。

• グループワークにおいて、特に相手側グループの意見で面白い視点

（20代と50代をつなげる活動）があり、考えさせられました。

• 数年間、グループ内での組合アンケートを実施できておらず、今後開催

予定していたため、調査する前の仮説、モデルを考える重要性から

実施するにあたっての工夫、質問の仕方も大変参考になりました。

誘導尋問になりがちのアンケートも工夫次第で有効になると思った

ので、しっかり共有したいです。

•仮説に基づいた設計が重要であるという部分が気づきだった。

•現実は思い込みでできていて変えることが出来るという事が一番の

印象に残った。支部の意識調査を実施する時に、今回学んだ内容を反

映させたいと思います。

•心の測定は難しいということ（印象に残った）。どんなリアリティが

あるのかを調査結果を起点にヒアリングしていきたい。

• 短い時間ではあったが他労組の方と対面でワークができてとてもい

い経験であったと思う。

• 長時間の講義ですがあっという間に終わりました。

• グループワークの時間が少し短

かったと感じました。

その他にも多くのご意見をいただきました。

ありがとうございました。

セミナーの様子
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